
はじめに

三重県沿岸海域では、有害プランクトンによる赤潮の発生や、貝毒プランクトンによる
二枚貝の毒化が後を絶ちません。有害・貝毒プランクトンの発生を防止するため、海域の
富栄養化対策や水質浄化機能をもつ干潟の再生などの抜本的な対策を進めていく必要が
あります。その一方で、赤潮による漁業被害や貝毒による食中毒を未然に防止するための
当面の対策として、プランクトンの発生状況をモニタリングし、有害・貝毒プランクトンの
増加をいち早く察知して、対策を行なうことが重要です。

三重県では、既に、漁業者や漁協関係者、県市町の行政関係者など、多くの方々がプ
ランクトンのモニタリングに取り組み、赤潮被害や貝毒被害の防止に貢献していただいて
おります。しかし、このような皆様方から「プランクトンの同定は難しい」「現場で使える、
わかりやすい図鑑が欲しい」との声が数多く寄せられておりました。これが本書の作成に至っ
た経緯です。

プランクトンを厳密に同定するためには、電子顕微鏡観察や、光学顕微鏡観察でもかな
り高倍率での観察が必要な場合があります。しかし、本書では、上記のような要望に応え
るため、できるだけ現場の皆様が光学顕微鏡で観察している時のプランクトンのイメージ
に近い写真を多く使うことを心がけました。そのうえで、水産研究所の研究員が、経験上、
そのプランクトンを同定する際に、特にポイントとしている部分を、わかり易く図説にしました。
より実際のイメージに近い形でプランクトンの形態や動きを確認していただくため、動画が
添付されている種類もあります。

プランクトン別の図説は全部で40種類で、三重県沿岸海域で発生する主要な有害・貝
毒プランクトンの大部分を収録することができました。また、赤潮の発生事例が少なく、
めずらしい種類でも、研究所の研究員が同定に苦労した種類については、今後も同定に苦
労する可能性があるため、できるだけ収録しました。一方で、日常的に観察される珪藻類
については、今回はほとんど収録することができませんでした。今後は、このような珪藻類や、
新たに発生した重要種を追加し、改訂版を発行したいと考えております。

新しくプランクトンのモニタリングを始める方にとって、プランクトンの同定は非常に取っ
付きにくいもののようです。そこで、本書では、初めての方でも、同定の取っ掛かりである「分
類群の推定」が簡単に行なえるような図版「分類群（グループ）の検索」のページを収
録しました。そして、この図版で分類群を推定した後は、「プランクトン写真一覧」のペー
ジでの絵あわせによって「プランクトン別図説」にたどり着くように工夫したことも本書の
特徴です。プランクトンの同定は難しいと思わずに、気軽な気持ちで「分類群（グループ）
の検索」ページから同定にチャレンジしていただければと思います。

現在、プランクトンのモニタリングに携わっておられる漁業者や漁協関係者、県市町の
行政関係者など、多くの皆様方に本書をご活用いただくとともに、本書が新しくプランクト
ンの同定を始められる方の手引き書になれば幸いです。

三重県水産研究所
水圏環境研究課 担当
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